








結論 

過去 10 年間・ス剤反応性のネ症において,特に生活規制を設けず治療し経過観察された 84

症例の臨床成績から,以下の結果が得られた。 

1.短期及び長期予後共に,生活規制下で治療・管理された他の施設における臨床成績より,

むしろ良好な成績が得られた。 

2.合併症の頻度も低率であった。 

3.ネ症再発時の病態を把握した入院適応の設け方により,再発時の入院回数を減少させる

ことができるとともに,患児及び家族の精神的負担を軽減できるものと思われた。 

4.患児の種々の精神的問題は,薬物療法による再発の抑制と,普通生活への復帰により解決

された。 

5.正常児と同様の生活状態の下で治療・管理することは可能であり,これにより患児の健全

な身体的・精神的発育を促すものと考えられた。 


